
スペイン風邪と新型コロナウイルス

　2020（令和2）年、世界は新型コロナウイルス
の猛威を振るい死者数が80万人を超えています
が、100年前を振り返ってみると奇しくも世界
中で「スペイン風邪」が大流行し、5億人が感染、
1700万人以上が死亡したといわれています。
　スペイン風邪は1918（大正7）年に日本でも流
行が本格化し1919（大正8）年7月までが第1波、
9月から翌年7月まで
が第2波、そして8月
から翌年7月までが第
3波でした。　　
　第1回国勢調査が行
われた10月は第3波の
真っただ中だったこと
になります。

国勢調査 豆知識

日本近代統計の祖　杉亨
こ う じ

二

　1828（文政11）年、肥前国（現在の長崎県）に
生まれる。緒方洪庵の適塾に学び、1853（嘉永6）
年、勝海舟と出会い、その私塾長となりました。
　1855（安政2）年、勝の推薦を受け、幕府に仕え、
1871（明治4）年に設置された太政官正院の統計
局前身にあたる「政表課」の大主記に任命されまし
た。このことから、「初代・統計局長」ともいわれ
ています。統計教育の先覚者
でもあり、「日本近代統計の
祖」と称されました。1879

（明治12）年、国勢調査の試
験調査ともいえる「甲斐国現
在人別調」を実施しました。
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国
勢
調
査
の
由
来

　

国
勢
調
査
は
人
口
セ
ン
サ
ス
と
も

呼
ば
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
２
千
年

以
上
前
の
古
代
ロ
ー
マ
時
代
、
人
口

調
査
や
財
産
評
価
な
ど
を
担
当
し
た

役
職
の
セ
ン
ソ
ー
ル
が
語
源
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
近
代
セ
ン
サ
ス
は
17

世
紀
、
欧
米
諸
国
で
社
会
構
造
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
１
９
０
２（
明
治
35
）年

に
法
律
が
制
定
さ
れ
る
も
日
露
戦
争

の
開
戦
に
よ
り
予
算
が
確
保
で
き

ず
、
法
律
制
定
か
ら
15
年
後
に
よ
う

や
く
実
施
。
第
１
回
国
勢
調
査
は
国

を
挙
げ
て
大
き
な
盛
り
上
が
り
の
中

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
９
２
２（
大

正
11
）年
に
は
法
律
が
改
正
さ
れ
、

５
年
に
一
度
の
実
施
と
な
り
国
勢
調

査
は
確
実
に
定
着
し
て
い
き
ま
し
た
。

統
計
の
活
用
事
例

　
各
種
法
令
に
基
づ
き
次
の
よ
う
な

こ
と
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
国
家
運
営
の
基
礎
に
利
用

　
▪  

衆
議
院
の
小
選
挙
区
の
改
定

　
▪
地
方
交
付
税
の
算
定
基
準

　
▪
行
政
上
の
施
策
へ
の
利
用

　
▪
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

　
▪
防
災
計
画
な
ど
の
策
定

　
公
的
統
計
の
作
成
・
推
計
に
利
用

　
▪ 

将
来
人
口
、
世
帯
数
の
推
計

　
▪
他
の
調
査
の
母
集
団
情
報

　
社
会
経
済
の
発
展
を
支
え
る

　
デ
ー
タ
と
し
て

　
▪ 

人
口
学
、
経
済
学
、
社
会
学
な

ど
学
術
研
究
で
の
利
用

　
▪
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
予
測

　
　
や
、
店
舗
・
工
場
の
立
地
計
画
、

　
　
企
業
な
ど
の
経
営
分
析
予
測

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

総務省統計局のホームページ

「国勢調査100年のあゆみ」

では、国勢調査の歴史や各回

の調査結果概略がまとめられ

ています。講談調の動画で分

かりやすい説明も。

第一部　国勢調査はじまり物語

国勢調査のはじまり

道のりはまだまだ遠い　もちろん、日本中の国民の、住所、年齢、職業などこと細か
に調べたいのですが、予算もなければ、調査方法も確立して
いない。そこで杉は、これをまず甲斐国、今の山梨県で実施を
いたしました。これが「甲斐国現在人別調」。これを足がかり
に、本格的な調査をしよう。政府と山梨県で予算を組みまし
て、明治12年12月31日に実施されたのでございます。この
調査で、全国で調査を実施した際に、一体いくらの予算が必
要なのか、それがわかるはずだったのでございます。
　杉の尽力をもって、甲斐国での統計調査は実施されたので
ございますが、全国の調査は容易ではありません。その理由は、

「そんなものに莫大なお金をかけなくても我が国には戸籍と
いうものがあるではないか。江戸の昔のような名主の管理し
ている人別帳や寺の過去帳じゃない。明治政府による国家的
な戸籍で、納税や兵役は戸籍に基づいてきちんと行われてい
るんだ。人口調査など必要はない」というもの。

　財政難が表面的には常に主な理由でありましたが、それ以
上に統計への理解がまだこの頃の日本には十分浸透していな
いことが大きな理由だったと言えるかもしれません。

　杉は、明治18年、官職を辞し、以後は民間で、統計の専門家
の養成を行いました。
　明治27年、日清戦争。スイスの万国統計協会、ギュイヨーム
という方から、世界人口センサスへの参加が求められました。

「欧米各国と歩調を合わせ、相互に比較可能な形で人口セン
サスを実施してください」

人口センサスとは、人口を数える全数調査、すなわち今で
いう国勢調査のことであります。
　しかし、なかなかことはなされませんでした。実施に向け
て運動したのは、杉が設立した東京統計協会や、明治9年に
設立された統計学社などの民間団体だったのでございます。
　国勢調査実施への道のりは、まだまだ遠いのでございます。

　そもそも我が国、国勢調査のはじまりは、大正9年、1920
年。欧米各国と肩を並べる一等国の日本として、国勢調査の
実施は国是であったのでございます。
　それより約五十年前、時は明治政府ができて、間もない頃
でございます。太政官正院に杉亨二という役人がおりました。

　杉亨二は、肥前国長崎の生まれ。医者の書生から、緒方洪庵
の適塾に学び、嘉永6年(1853)に勝海舟と出会いその私塾
長となります。嘉永6年といえば、マシュー・ペリー提督が黒
船4隻を率いて浦賀に来航した年でございます。

　安政２年(1855)勝海舟の推薦を受けまして、老中、阿部
正弘の顧問となり、幕末まで幕府に仕えました。明治維新後
も徳川家に仕えて、静岡藩へと参ります。ここで、静岡藩の住
民に関する人口調査を試みるのですが、混乱の中、実施はし
たものの、一部地域での調査と集計にとどまりました。
　杉の能力を買っておりました明治政府は、明治4年
(1871)に杉を呼んだのでございます。

「お呼びいただき、ありがとうございます」
「杉君、これから明治政府のために働いていただきますよ。君
や渋沢栄一君のような能力のある人にはどんどん政府のた
めに活躍していただきたいのです」
「早速、お願いがございます」
「なんでしょう」
「我が国が一等国になるためには、政府が国民のことを把握して
いなければなりません。その調査を行いたいのでございます」
「それが国のためになるなら、是非やっていただきたい、だが、予算
はどのぐらいかかるのだろう。出来たばかりの政府で、大きな予
算はさけんのだよ」

すぎ こうじ

こくぜ

かいのくに げんざいにんべつしらべ

日本近代統計の祖

「甲斐国現在人別調」結果報告書（明治15年刊行）
甲斐国人口397,416人、調査費用約5760円、調査員約2000人（1人あたり約39軒担当）。費

用は、当時諸外国で行われていたセンサス費用の1/2から1/4だったと記録されている

「統計」という訳語がstatisticsの本来の意味を

表現していないと自ら漢字を創作した

杉 亨二
1828（文政11年）~1917（大正6年）

明治４年（1871）に設置された太政官正院の統計局前身に

あたる「政表課」の大主記に任ぜられたことから、「初代・統

計局長」といわれる。統計教育の先覚者でもあり、「日本近

代統計の祖」と称される。明治12年（1879）、国勢調査の試験

調査ともいえる「甲斐国現在人別調」を実施した。

すぎ こうじ

かいのくにげんざいにんべつしらべ

辛未政表
太政官政表課において杉亨二が編成した、わが国最初の総合統計書
明治5年（1872）

東京銀座「恵美壽屋」前（銀座5-6丁目）
明治4年（1871）　写真提供 : ジャパンアーカイブズ

岩倉使節団（政府首脳陣らの欧米視察）
明治4年（1871）　写真提供 : ジャパンアーカイブズ

スタチスチック
国勢調査前史
日本統計のはじまり

国勢調査とは、つまりは国の情勢を知ることにあります。
国勢調査百年の歴史、その成り立ち、歩み、そして今を語ることで、国勢調査とは何かを、

私、講談師、若松亭紅椿がご説明したいと思います。
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国
勢
調
査
っ
て
？

　

国
勢
調
査
は
５
年
に
１
度
の
最
も

重
要
な
統
計
調
査
で
、
10
月
1
日
現

在
で
日
本
国
内
に
普
段
住
ん
で
い
る

全
て
の
人（
外
国
人
を
含
む
）と
世
帯

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

日
本
の
人
口
１
０
０
年

　
　

日
本
全
体
で
見
る
と
前
回

２
０
１
５（
平
成
27
）年
の
国
勢
調
査

で
初
め
て
人
口
が
減
少
し
ま
し
た

が
、
大
正
９
年
の
約
５
６
０
０
万
人

か
ら
１
億
２
７
０
０
万
人
と
約
２
・

３
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
　
世
帯
数
は
約
５
倍
に
増
加
し
ま

し
た
が
、
１
世
帯
当
た
り
の
人
数
が

４
・
８
人
か
ら
２
・
４
人
に
半
減
。
３

分
の
１
以
上
が
単
独
世
帯
で
す
。

宇
城
市
の
１
０
０
年

　
　
宇
城
市
を
見
る
と
大
正
９
年
の

人
口
は
５
万
２
４
６
４
人
で
、
人
口

の
ピ
ー
ク
は
、
実
は
１
９
５
０（
昭

和
25
）年
の
７
万
６
２
７
９
人
。
終

戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
よ
る
も
の

で
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
一
時
減
少
し
ま
し
た
が

１
９
７
５（
昭
和
50
）年
の
６
万
１
４

４
８
人
を
境
に
第
2
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
の
影
響
で
増
加
に
転
じ
、
１
９
９

５（
平
成
7
）年
に
は
６
万
４
０
０
８

人
ま
で
戻
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
20
年
。
前
回
の
調
査
で

は
６
万
人
弱
ま
で
減
少
。
今
回
の
調

査
で
は
約
５
万
８
千
人
と
な
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
太
平

洋
戦
争
以
前
の
１
９
３
５（
昭
和
10
）

年
の
５
万
６
８
２
６
人
と
近
い
水
準

で
す
。
国
勢
調
査
の
結
果
な
ど
か
ら

宇
城
市
の
人
口
は
、
今
後
25
年
で
約

４
万
３
千
人
ま
で
減
少
す
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。
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国勢調査の調査事項

１ 世帯員に関する事項（15項目）
　・氏名　・男女の別　・出生の年月　
　・世帯主との続柄　　・配偶の関係　・国籍　
　・現在の住居における居住期間
　・5年前の住居の所在地
　・在学、卒業など教育の状況　・就業状態
　・所属の事務所の名称および事業の種類
　・仕事の種類　・従業上の地位
　・従業地または通学地
　・従業地または通学地までの利用交通手段
２ 世帯に関する事項（4項目）
　・世帯の種類　・世帯員の数
　・住居の種類　・住居の建て方

もっと詳しく国勢調査　

１ 全国の人口の推移

100年で人口は約2.3倍に
大正9年の調査開始以来、初めての人口減少

国勢調査のデータを見てみよう

（大正9年～平成27年）

1億
4千万

1億
2千万

1億

（人）

8千万
55,963,053人

1億
27,094,745人

6千万

4千万

2千万

1億人
突破
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１

一般世帯の3分の1以上が「単独世帯」に

一般世帯を世帯の家族類型別割合で見ると、平成
12年は「夫婦と子どもから成る世帯」が最も高く
なっていましたが、27年は「単独世帯」が最も高く
一般世帯の3分の１以上となっています。

（％）

平成
12年

単独世帯 夫婦のみの
世帯

夫婦と子ども
から成る世帯

ひとり親と
子どもから成る

世帯

その他の
世帯

17年

22年

27年

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

27.6 18.9 31.9 7.6 14.1

12.8

11.1

9.4

8.3

8.7

8.9

29.8

27.9

26.9

19.6

19.8

20.1

29.5

32.4

34.6

センサスくん（左）　
未来の時代を担う赤ちゃんをイメージ
して、平成2年の国勢調査から登場

みらいちゃん（右）　
インターネットによる回答を促進する
ため、前回の国勢調査で初登場
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